
参加者からの声

保険年金課保健事業係　☎ (63)2246

お口の働きをチェックして　健康寿命を伸ばそう！

オーラルフレイル予防・改善歯科健診を受診しませんか

オーラルフレイル予防・改善歯科健診を受診しよう！

期　間　令和9年2月28日㈰まで
対　象　・�鹿沼市国民健康保険に加入中で
　　　　�今年度66歳、71歳になる人
　　　　・今年度81歳、86歳になる人
持ち物　受診券、保険資格が確認できるもの
申　込　実施医療機関へ直接予約　
　　　　※�４月に送付した受診券でご確認ください。
費　用　無料

日　程　9月17日㈭、10月29日㈭、11月12日㈭
対　象　・今年度76歳になる人
　　　　・�前年度集団歯科健診受診者で
　　　　�今年度77歳になる人
持ち物　事前に送付する問診票など
申　込　�保険年金課へ電話予約
費　用　無料
※受診券は７月下旬に発送予定

◆�個別健診（国保と後期）と集団健診（後期）の共通項目
　・�歯の状態　・�噛み合わせの状態　・�舌機能　・�嚥下機能　・�口腔衛生状態　　など
　��歯の状態だけでなく、飲み込みや噛む力などもチェックします

◇�集団健診（後期）の追加項目
　・�舌・口唇機能　・�舌圧の測定

　加齢に伴い、噛んだり、飲み込んだり、話したりするためのお口
の働きが衰えることを「オーラルフレイル」と言います。
　この状態を放置して、食事が十分にとれなくなると、低栄養や筋
力低下につながります。また、人と話す機会が減ることで社会との
つながりが弱くなり、心身の健康にも影響を及ぼすといわれています。
　「オーラルフレイル」に気づき、予防や改善に取り組むことで、全
身の健康維持につなげることができます。

最近こんなことはありませんか

　鹿沼市では、無料で健診が受けられる「オーラルフレイル予防・改善歯科健診」
を実施しています。受診券が届いた人はぜひこの機会に自分の「お口」の状態
を確認してみませんか。

自分の口の働きを知るこ
とができました。

初めて健診を受けましたが、
自分の舌や唇の状態を確認
できて良かったです。

　専門歯科医から「オーラルフレイル予防のコツ」をお伝
えします。家族や友だちをお誘いあわせの上、ぜひお申し
込みください。
と　き　11月29日㈰午後1時30分～3時30分
ところ　市民情報センター5階　マルチメディアホール
申　込　11月19日㈭までに保険年金課へ電話予約

オーラルフレイルとは？

個別歯科健診 集団歯科健診

◇�個別健診（国保）の追加項目
　・�反復唾液嚥下テストRSST（ごっくんテスト）

オーラルフレイル講習会
～健口習慣がもたらす健康長寿の秘訣～

受診券をなくした場合は再発行できます。保険年金課までお問い合わせください。

歯科健診受診者特典！

健診ではこのような項目を行います

□ むせやすい

□ お口が渇きやすい

□ 固いものが噛めない

□ 食欲がない　など

2026.87

入
園
ガ
イ
ド

あ
か
り
テ
ラ
ス

／
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
・
自
殺
予
防

ご
み
分
別
カ
レ
ン
ダ
ー

フ
ラ
ッ
シ
ュ

教
職
員
働
き
方
改
革

／
国
保
後
期
歯
科
健
診

お
知
ら
せ

市
民
の
ひ
ろ
ば

商
品
券
販
売

／
い
ち
ご
に
ら
新
規
就
農

特
定
保
健
指
導
・
サ
テ
ラ
イ
ト

／
市
民
文
化
祭
募
集

み
ん
な
の
健
康

教
職
員
働
き
方
改
革

／
国
保
後
期
歯
科
健
診

　子どもたちの学びを充実させ、教職員がより専門性を高めるために、市内小中学校において「教職
員の働き方改革」を推進しています。子どもたちの未来のため、保護者や地域の皆さんに、取り組み
へのご理解とご協力をお願いします。

　近年の社会の変化や教育課題の複雑化に伴い、教職員の業務負担は増加傾向にあります。
事務作業や多様な対応による長時間労働の結果、肝心の子どもたちと向き合う時間や授業準
備、研修のための時間の確保が難しくなっていることが大きな課題です。教職員がゆとりをもっ
て働くことは、子どもたち一人一人と丁寧に向き合う時間を確保し、より質の高い教育を提供
することにつながります。これまでの働き方を見直し、業務の効率化を図ることで、教職員が
心身ともに健康な状態で子どもたちと向き合う時間を増やしたいと考えています。

本市の働き方改革の取組

保護者・地域の皆さんへのお願い

学校教育課指導係　☎（６３）２２3６

子どもたちの未来のために！
市内小中学校教職員の  を推進しています市内小中学校教職員の 働き方改革 を推進しています

鹿沼市の教職員
の実態です！

業務の見直しと効率化 勤務時間管理と体制整備 学校閉庁日の設定
•	学校行事や会議の内容の見直し、
簡素化や削減を進めています。
•	ICT機器を効果的に活用し、事務
作業の効率化を図っています。

•	最終退勤時刻や定時退勤日の設
定等により教職員一人一人の意
識の向上を促しています。
•	支援スタッフ（教員業務支援員等）
の配置を行っています。

•	お盆、年末年始に、学校閉庁日を
設定しています。この期間は、原
則として教職員は不在になります。

 時間外の連絡について 
•	終業時刻後も校内に残っている教職員は、教材研究、授業準備、事務処理等の業務をしています。緊急の場合を除き、時間
外の学校への連絡や来校、家庭訪問や懇談の要望はお控えください。
•	学校への相談や来校の際は、事前に担任や学校にご連絡ください。
 学校行事について 
•	子どもたちの成長にとって本当に意味のある活動は何かを問い直し、これまで行ってきた行事の内容や準備方法を見直し
ています。

 部活動の方針について 
•	活動時間は、平日２時間程度、週休日及び祝日３時間程度。休養日は、週２日以上とし、短時間で効果的な活動を行います。
•	休日における部活動の地域展開を段階的に進めていきます。

 ボランティア活動への協力について 
•	登下校の見守り、校舎内外の環境整備、授業支援など、学校の教育活動へのご協力をお願いします。

なぜ 「働き方改革」 が必要なの？

みなさんの
ご理解・ご協力を
お願いします！

区　分 小学校 中学校
月平均の時間外在校等時間 33時間00分 47時間43分

月45時間（時間外勤務の上限）
を超える教職員の割合 25.7% 52.1%

月80時間（過労死ライン）
を超える教職員の割合   1.7% 13.9%

鹿沼市小中学校教職員の時間外在校等時間（令和7年度）

※�月80時間は、脳・心臓疾患や精神疾患などの健康リスクが高まるとされ
る時間外労働時間の目安
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